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　東濃支部　加納　利恵　　訪問看護ステーション
仁瑞浪

　東濃支部　小林亜喜子　　東濃厚生病院
　飛騨支部　酒井　章弘　　県立下呂温泉病院

ぎふこどもリハビリテーション研究会
　伊藤　智絵（OT）	 岩田　真李（OT）
　内田江里華（PT）	 岡山　亮子（OT）
　甲斐美津江（ST）	 加藤　郁代（OT）
　川添　紅美（OT）	 住井　拓郎（PT）
　田垣　敦朗（OT）	 田間　清良（PT）
　中村　文乃（PT）	 山本　沙代（PT）

（敬称略）

【西濃支部活動報告】

平成 27年度
理学療法フェア開催！

　平成 27 年９月 20 日（日）に、大垣アクアウォー
ク１階のイベント会場にて、“ 理学療法フェア ” を
開催致しました。例年７月の理学療法週間に開催し
ているこのイベントは、今年も同じ時期に開催する
予定でしたが、会場との調整に手間取り９月の開催
となりました。

　今年度のテーマは「大人も子どもも障害予防」と
し、介護予防を必要とする高齢者だけでなく、中高
年者や子ども向けのミニ講演と体力測定を行いまし
た。このような形式で行うようになって４回目にな

る今年度は、過去の反省を活かして、これら二つの
内容に絞りました。

　ミニ講演は、「速く走るための準備運動」「正しい
歩き方講座」「良い姿勢の話」の３講演を２~ ３クー
ル行い、合計で 70~80 名くらいの方に参加してい
ただきました。昨年より一講演ごとの時間に余裕が
あり、講演後にも活発な質疑応答が行われていまし
た。４年目にして初めて、イベント会場に常にお客
さんがいる状況を作れました。
　今回は、役員３人が講師を務める形で行いました
が、ぜひ来年度は会員の方々にも講師として参加し
てみてほしいです。

　毎年恒例となった体力測定は、子供から高齢者ま
で様々な年代の 180 名近くの方々に参加していただ
きました。毎年楽しみにして来てくださるお客さん
も増えてきました。今回、初参加でお手伝いいただ
いた会員の方が多かったのですが、みなで協力して
スムーズに実施できたと思います。

　毎年役員の所属する施設の会員にお手伝いが偏っ
ていましたが、今年はそれ以外の施設からも多くの
方に参加していただき、23 名の会員とともにフェ
アを運営できたことを嬉しく思っています。また来
年度も開催したいと思っていますので、多くの会員
の皆様のご協力をよろしくお願いします。

文責：西濃支部長　臼井美由紀
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【東濃支部活動報告】

地域在宅医療連携推進協議会主催
研修会と交流会

　日時：平成 27 年 10 月 31 日（土）　16:00 ～
　場所：にぎわいプラザ

　地域包括ケアシステム構築に向けた在宅医療 ･ 介
護連携の推進のため、医師会中心による協議会が県
内各地区で発足しております。東濃支部中津川地区・
恵那地区において、理学療法士会より委員として参
加させて頂いております。
　今回、中津川地区協議会において、「顔の見える
関係づくり」をテーマとして研修会と交流会が開催
されました。医師会・歯科医師会・薬剤師会・行政・
医療保健福祉等に関する専門職が 100 名を超えて参
加されました。理学療法士会からは 15 名が参加。
研修会では、恵那医師会会長による「介護と認知症」
の講演に始まり、介護支援専門員と訪問看護ステー
ションそれぞれから事例報告がされました。交流会
では、専門職がランダムに 10 テーブルに分かれ交
流を図りました。医療関係と介護関係の専門職が交
流を図る機会はなかなか存在していなかったので、

新鮮でそれぞれの専門職の問題点を共有する良い機
会となりました。
　今後、医療と介護における地域資源を効率よく利
用できるシステムを構築するため、まだスタートし
たばかりですが、それぞれの専門職が垣根を超えて
共に進んでいく必要がございます。理学療法士とし
て何ができるのか !? 理学療法士自身もですが多職
種にも理解して頂けるよう努力していきたいと思い
ます。

（公社）日本理学療法士協会
小川かつみ副会長　岐阜訪問

　　　　　　　　　政治参加特別委員会

　　　　　　　　　　委員長　加　納　利　恵

　10 月 31 日（公社）岐阜県理学療法士会部局長会
議にて、小川かつみ副会長より理学療法士における
問題等、将来の理学療法士のために何をすべきかお
話しいただきました。2030 年には 65 歳以上の方が
人口の３分の１となり、生産人口減少と共に税収も
減少することが明らかで、理学療法士は現状の推移
で考えれば 30 万人となる。その時に理学療法士の
仕事はあるのだろうか⁉これからの社会に理学療法
士が必要といえるのだろうか⁉様々な問題がござい
ます。これまで小川副会長は協会副会長・事務局長
として、将来の理学療法士の生活を守らなくてはい
けないと考えてきていらっしゃいました。職能団体
として理学療法士の専門性を確立、役割・職域を拡
大するため、そして国民が安心して生活できるシス
テムを構築するため、協会として要望し国政へ届け
なくてはいけません。そして、国政への発言力を高
めるため、「小川かつみ全国後援会」が半田協会長
を代表として設立され、現在、小川副会長は全国各
地を回り理学療法士に現状を訴えていらっしゃいま
す。協会のファックス通信でもご案内があったよう
に現在 14 万人を超える皆さまに支援をいただいて
おります。しかしながら、国政への発言力を高める
ためにはさらなるご支援を頂く必要がございます。
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＜ 会　員　の　声 ＞

「 山 」

　　㈱ケアトピック　生活支援センターきりん　
上　井　雅　史　

　「会員の声」の依頼を頂き、何を書こうか迷いま
したが、リハビリや理学療法については他先生方が
十分に語られておられますので、私は趣味である登
山について少し書かせていただければと思います。
　私は登山が趣味で、休みを使っては色々な山に
行っています。登山といってもいろいろあり、普通
に登山道を使い山頂を目指す一般登山から、コース
整備されていないバリエーションルートや岩壁を登
攀するアルパインクライミング、冬季登山、氷壁を
登るアイスクライミング、また今オリンピック種目
に入るか注目されているスポーツクライミングなど
多くあります。
　若いころは飛騨地方という北アルプスを擁する日
本有数の山岳地帯に住みながら、山にはあまり興味
はありませんでした。その後も理学療法士養成校に
入るため上京し、卒業後もしばらくは東京の病院に
勤務していたこともあり特に山に関わることはあり
ませんでした。30 代になり結婚を機に帰郷をすること
になり久々に飛騨に住み、ゆっくりとした時間を過ご
す中で、山を眺める機会が多くなり、特に理由はあ
りませんでしたが次第に山に魅かれていきました。
　今では上記した登山全般をしていますが、最初は
友人に連れられて、不安いっぱいで一般登山道から
槍ヶ岳に登り、その日は疲労や興奮、不安でテント
の中でほとんど眠れなかったことを覚えています。
その後は自分で計画を立てて山に登るようになり、
徐々に登山道ではないバリエーションルートを自分
で探り登って行くスタイルになり、現在では簡単で
はありますが岩壁や氷壁登攀までが自分の範疇とな
りました。やるべき山の難度が上がるにつれて行動
計画や装備選択、体力作り等、準備がよりシビアで
確実性を求められるようになり、失敗が生死に直結
するようになりました。何度か実際にミスもしまし

岐阜県においても和田範文理事を幹事として組織づ
くりを進めているところでございますので、皆さま
のさらなるご支援をよろしくお願いいたします。
　また今回は部局長を対象として小川副会長にお話
しをいただきましたが、今後、岐阜県理学療法士会
会員の皆さまにも小川副会長の想いを共有させて頂
きたく、岐阜へお呼びする予定でございます。ぜひ
その際には足を運んでいただき、皆さまで将来の理
学療法士の姿を考えていきたいです。価値ある未来
に向けて !!
　「小川かつみ Facebook ページ」
　　https://www.facebook.com/ogawakatsu3



13（公社）岐阜県理学療法士会ニュース　　No.115　　2015.11.24　　発行

たが、リカバリーが良かったのか、たまたま運が良
かったのか、今のところ有り難いことに生きられて
います。
　計画や行動がすべて自己責任として自分に返って
くることを、山を通じて何度も体験したことで、理
学療法士として自分がどうなりたいのかビジョンを
持ち、自分で考え、切り開く力が少しは付いたのか
なと考えています。
　仕事では、今年１月に前病院を退職して、現在の
ケアトピックに入職、９月にはリハビリ特化型デイ
と訪問看護・リハ部門を立ち上げ、ケアプランセン
ター、訪問介護と統合して、飛騨高山地域の在宅生
活を応援するための「生活支援センターきりん」を
開設しました。このように自分の構想が実行まで移
せたのは、関係者の皆様や会社の応援があってこそ
ですが、山に関わっていたからこそできたことでは
ないかと自分では考えています。残念ながら開設に
より業務が煩雑になり山に行く機会は減ってしまい
ましたが、今は理学療法士として利用者様のために
頑張って登っていきたいと思います。

会員の皆様へ
 

　現在、最新の協会＆県士会ニュースを「岐阜
県理学療法士会」フェイスブック＆ツイッター
にて発信しています。
　是非、フェイスブックで「いいね！」、ツイッ
ターで「フォロー」していただき、情報を共有
しましょう。
　「岐阜県理学療法士会」で検索していただく
か、県士会ホームページから入ることができます。
ご協力よろしくお願い申し上げます。m(_ _)m
 
フェイスブック
https://www.facebook.com/gifupt
 
ツイッター
https://twitter.com/gpta2012
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H27　賛　助　会　員

会　社　名　・　施　設　名 電 話 番 号

有限会社　加納ビジネス
〒 500-8456　岐阜県岐阜市加納大黒町２－ 32

TEL 058-273-3007（代）

有限会社　中部義肢
〒 486-0911　愛知県春日井市西高山町３丁目 16 － 12

TEL 0568-34-7143

岐阜保健短期大学
〒 500-8281　岐阜県岐阜市東鶉２丁目 92 番地

TEL 058-274-5001

東名ブレース株式会社
〒 489-0979　愛知県瀬戸市坊金町 271

TEL 0561-85-7355

株式会社　松本義肢製作所
〒 485-8505　愛知県小牧市大字林 210 －３

TEL 0568-47-1701

特定医療法人社団慶桜会　東可児病院
〒 509-0214　可児市広見 1520 番地

TEL 0574-63-1200

学校法人誠広学園　平成医療短期大学
〒 501-1131　岐阜県岐阜市黒野 180

TEL 058-234-3324

中部学院大学
〒 501-3993　岐阜県関市桐ヶ丘２丁目１番地

TEL 0575-24-2211

有限会社　名西技術所
〒 452-0902　愛知県清須市助七美里 50 番地

TEL 052-400-1118

個　　人　　名

細　田　和　義
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公告掲載のご案内

士会ニュース公告掲載のお問い合わせ・申し込みにつきましては
広報部までお願いいたします。 

　　　　　　広報部
　　　　　　〒 503-2417 揖斐郡池田町本郷 1551-1
　　　　　　　　　 　　医療法人社団橘会　新生病院
　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション科　伊藤康行
　　　　　　TEL.0585-45-3161　FAX.0585-45-3255

　　　　　　　  E-mail：shinsei4@octn.jp
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編 集 後 記　
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　らいちょう１１５号作成に当たり、巻頭文・会員の声の原稿依頼を快諾して、ご協力下さいました、
小島誠氏、上井雅史氏に感謝致します。
　この場を借りて、お礼申し上げます。

　１０月末になり、徐々に年末に近付いています。
　最近、１年が過ぎるのが早いなと感じるようになってきました。
目標をしっかりと立てていかないと、あっという間に１年が過ぎて、今年の自分はどんな成果、成
長をしたのかと考えても、何もでてこない。なんてことになりかねませんね。
　このような事を、私自身考えながら行動を起こしています。
　皆さんは、今年の目標は順調に進んでいますか？
　順調に進んでないな、忘れていた方は、今からでも年末に向けて何ができるのか、もう一度計画
を練ってみてはいかがでしょうか？
　今からでも行動を起こさないよりはいいか。そんな軽い感じでやってみてください。
　それでは、今年の残りの期間を有意義にお過ごしください。　　　　　　　　　　　　　　（Y）

••••••••••••••••••••••••••••••••


